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５ (図１)のような，すべての辺が 3cm の正方形 1 つと正三角形 4 つでできた展開図が

あり，そこからつくられる立体Ａがあります。また，(図２)のような，すべての辺が

3cm の正三角形 4 つでできた展開図があり，そこからつくられる立体Ｂがあります。

各問いに答えなさい。

(1) (図３)のように，立体Ｂの展開図の各頂点をそれぞれＰ，Ｑ，Ｒ，Ｓ，Ｔ，Ｕと

して，辺ＵＱの真ん中の点を点Ｍとします。立体Ｂを，3 点Ｐ，Ｍ，Ｔを通る平面

で切断したときの切断面の形を，次の(ア)～(カ)の中から最も適するものを選んで

記号を答えなさい。

(ア)正三角形 (イ)直角三角形 (ウ)二等辺三角形

(エ)正方形 (オ)台形 (カ)平行四辺形

(2) 立体Ａと立体Ｂを 1 つずつ使って，それらをくっつけて立体Ｃを作ります。ただ

し，立体と立体をくっつけるときは，正三角形どうしの面をぴったりと重ねること

にします。立体Ｃの面の数はいくつですか。

(3) 立体Ａを 2 つと立体Ｂを 1 つ使って，それらをくっつけて立体Ｄを作ります。た

だし，立体と立体をくっつけるときは，正三角形どうし，または正方形どうしの面

をぴったりと重ねることにします。考えられる立体Ｄの中で最も面の数が少ない立

体の展開図を，解答用紙にある 1 辺が 3cm の正方形を利用してかきなさい。

注意：作図にはコンパスと定規を使い，作図に用いた線は消さずに残しておく

こと。また，定規は直線をひくためだけに使い，三角定規の角や分度器

は使わないこと。

(図１) 立体Ａの展開図 (図２) 立体Ｂの展開図

(図３)
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(1)

切断面は，右図の△ＰＭＴ。

△ＴＭＱと△ＰＭＱは合同な正三角形

の半分で合同なので，ＭＴ＝ＭＱ。

また，これらは正三角形の 1 辺の長さと異なるので，

ＴＰのの長さと異なる。

よって，切断面の△ＰＭＴは二等辺三角形‥(ウ) です。

(2) 正四面体の各辺の真ん中の点を結ぶと，右図

のように，真ん中に正八面体ができる。

正八面体は立体Ａの正四角すい 2 個を重ねた形で，

右図の正四角すいＰ－ＱＶＷＵの上に正四面体

Ｔ－ＰＱＵをのせると，立体Ｃの形になる。

立体Ｃの面の個数は‥

正四面体の面の数が 4 個，正四角すいの面の数が

5 個で，立体Ｃではまず，正三角の面が 2 個

かくれて，さらに△ＴＰＱと△ＶＰＱが 1 個

面，△ＴＰＵと△ＷＰＵが 1 個の面になるので

5 ＋ 4 － 2 － 2 ＝ 5 個 です。

(3) 立体Ｄは右図のようになるので，展開図は

解答用紙の 1 辺 3cm の正方形の上下の辺を

定規で伸ばし，コンパスで 1 辺の長さを測り

とり，まず合同な正方形を 2 つ並べる。

あとは，1 辺 3cm の正三角形を下図の

ように 6 個かいて，不要の線を消せばよい。

よって，右下図のようになります。
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